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　薬師院の入口にある仁王門は、江戸時代中期の建立とされ、伽藍の西端に位置する二層の門

です。

　近年修理を実施したところ、寛文4（1664）年刻銘の瓦が確認され、江戸時代の建築様式を良

好にとどめた建築であることがわかりました。
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